
石川県農業共済組合

特集　収入保険

お
見
舞
い

　
令
和
５
年
７
月
の
大
雨
被
害
で
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農業共済新聞 購読者募集中　年間購読料は 5,520 円です

秋秋
20232023
Vol.35Vol.35

P2-3

P4-5

加入者インタビュー

より加入しやすく！制度が見直されます

建物共済　住まいるP6-7

P8

P9

園芸施設共済

水稲共済

自然災害には総合共済
今からできる災害への備え

予測できない自然災害に備える

全相殺方式をおすすめします

わがまちこの人
P10-13

P14-15

地域の話題

ＮＯＳＡＩからのおしらせ



保
険
加
入
は
必
須
だ
と
思
い
ま
す
。

新
品
目
に
挑
戦

　

今
後
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
レ

モ
ン
と
い
っ
た
果
樹
栽
培
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
収
入
保
険
を
後
ろ

盾
に
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
的
に
は
自
家
産
の

も
の
で
加
工
品
作
り
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

加入者インタビュー　収入保険が選ばれるワケ

志賀町上
う わ の

野

　加
か

茂
も

野
の

　真
ま

奈
な

美
み

さん（50歳）

◆経営内容◆
水稲11ha、カボチャ20a、
サツマイモ20a、花き10a
キーワード
＃補償のわかりやすさ　＃異常気象
＃病虫害　＃米価下落

能登町黒
く ろ

川
か わ

農事組合法人　岩
い わ

井
い

戸
ど

農産

代表理事　棚
た な

田
だ

　昭
あ き

男
お

さん（78歳）

◆経営内容◆
水稲76ha、菌床シイタケ５万床ほか
キーワード
＃気象災害　＃価格変動
＃地域農業の受け皿

予
測
で
き
な
い
事
態
に
備
え
る

　

平
成
８
年
に
農
事
組
合
法
人

岩
井
戸
農
産
を
設
立
し
、
水
稲
と

農
閑
期
の
収
入
源
及
び
雇
用
確

保
の
た
め
に
菌
床
シ
イ
タ
ケ
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
コ
メ
は
年
間
約

３
６
０
㌧
、
シ
イ
タ
ケ
は
通
年
で

約
40
㌧
～
50
㌧
を
出
荷
し
ま
す
。

　

水
稲
栽
培
に
は
、
ス
マ
ー
ト
農

業
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

圃
場
や
作
業
の
進
捗
状
況
を
一
元

化
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

リ
ス
ク
の
懸
念
と
周
囲
の
勧
め

　

元
々
、
花
や
野
菜
に
興
味
が
あ

り
、
栽
培
方
法
を
学
ぶ
た
め
に
い

し
か
わ
耕
稼
塾
で
１
年
の
研
修
を

受
け
た
こ
と
が
、
農
業
を
始
め
る

第
一
歩
で
し
た
。
平
成
24
年
に
就

農
し
、
野
菜
や
花
き
の
栽
培
を
始

め
ま
し
た
。
４
年
後
に
夫
が
実
家

の
水
稲
栽
培
を
受
け
継
ぎ
、
現
在

は
水
稲
や
カ
ボ
チ
ャ
、
サ
ツ
マ
イ

モ
、
花
き
を
作
付
け
て
い
ま
す
。

ン
で
共
有
で
き
る
の
で
、
作
業
管

理
が
簡
単
に
な
り
、
計
画
も
立
て

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
シ
イ
タ
ケ
栽
培
は
非
常
に
デ
リ

ケ
ー
ト
で
少
し
で
も
条
件
が
揃
わ

な
い
と
発
芽
し
ま
せ
ん
。
ハ
ウ
ス

内
の
温
湿
度
管
理
を
徹
底
し
、
昼

夜
の
気
温
差
を
10
℃
以
上
に
保
つ

な
ど
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

幅
広
い
補
償
が
決
め
手

　
収
入
保
険
に
は
令
和
元
年
か
ら

加
入
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
等
の

試
算
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
積
立
金
額
の
大
き
さ

に
加
入
を
迷
い
ま
し
た
。
積
立
部

分
は
掛
捨
て
で
は
な
い
と
は
い
え
、

一
年
目
の
負
担
額
が
大
き
く
て
驚

き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
加
入
を
決
め
た
の
は

予
測
で
き
な
い
気
候
変
動
や
農
産

物
の
価
格
変
動
な
ど
の
リ
ス
ク
に

備
え
る
こ
と
が
法
人
と
し
て
重
要

だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
し
た
。
シ

イ
タ
ケ
は
従
来
の
共
済
制
度
で
は

対
象
に
な
ら
ず
、
夏
場
に
売
れ
に

く
い
な
ど
価
格
が
変
動
し
ま
す
。

作
付
品
目
が
限
定
的
で
な
く
、
対

象
と
な
る
事
故
も
幅
広
い
こ
と
が

加
入
の
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
に
は
令
和
２
年
に
加

入
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
説

明
を
受
け
、
自
分
の
過
去
の
平
均

収
入
と
栽
培
計
画
に
応
じ
て
補
償

が
決
ま
る
分
か
り
や
す
さ
に
魅
力

を
感
じ
ま
し
た
。
営
農
を
続
け
る

中
で
、
近
年
の
急
変
す
る
天
候
や

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
不
安

だ
っ
た
こ
と
も
加
入
の
決
め
手
で

し
た
。
当
時
、
周
り
の
農
家
さ
ん

の
加
入
が
増
え
て
お
り
、
勧
め
て

も
ら
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま

す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
助
け
に　

　

令
和
３
年
産
は
コ
メ
の
価
格
低

下
、
昨
年
は
イ
ノ
シ
シ
被
害
で
の

収
穫
量
が
減
り
、
コ
メ
の
価
格
も

戻
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
加
え
て
、

ネ
キ
リ
ム
シ
の
発
生
に
よ
る
食
害

で
花
き
が
全
滅
し
、
出
荷
で
き
ず

補
償
を
受
け
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　

万
が
一
、
収
入
が
減
少
し
た
と

き
に
、
補
償
が
あ
る
と
な
い
と
で

は
精
神
的
な
余
裕
に
大
き
な
差
が

出
ま
す
。
補
償
が
な
い
場
合
、
別

の
作
物
を
作
っ
て
カ
バ
ー
す
る
な

ど
の
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

必
ず
し
も
上
手
く
い
く
と
は
限
ら

な
い
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

多
様
な
リ
ス
ク
に
備
え
、
法
人
経
営
を
守
る

「
ま
さ
か
」
の
事
態
に
保
険
加
入
は
必
須

安
定
経
営
で
地
域
農
業
を
守
る

　

令
和
２
年
に
は
シ
イ
タ
ケ
が
上

手
く
育
た
ず
、
菌
床
１
ブ
ロ
ッ
ク

当
た
り
の
収
穫
量
が
半
減
し
ま
し

た
。
翌
年
は
米
価
下
落
と
気
象
災

害
で
野
菜
の
収
量
が
減
少
し
、
収

入
減
で
し
た
。
２
年
と
も
保
険
金

を
受
け
取
り
営
農
継
続
が
で
き
ま

し
た
。

　

収
入
保
険
を
経
営
安
定
の
一
助

と
し
、
地
域
の
農
地
を
守
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　収入保険は作付品目に 関係なく、過去の平均収入と営農計画に基づいて補
償が決まる「農家の皆さ んの経営に寄り添った」保険です。今回、加入者の
方に、加入の決め手や収 入減少した際の補償についてお話を聞きました。

3 2

サツマイモ畑の除草は手作業
「田んぼも野菜も雑草との闘いで
す」と加茂野さん

肉厚でプリプリとした食感が特
徴。じっくり焼くとうま味を感
じられる

特集　収入保険 特集　収入保険

3 2

ぜ
ひ
、
食
べ
て
み
て

く
だ
さ
い

４
〜
５
ペ
ー
ジ
で

は
加
入
に
関
す
る

最
新
情
報
を
お
届

け
し
ま
す



令
和
６
年
契
約
よ
り

よ
り
加
入
し
や
す
く
！
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
す

加
入
さ
れ
た
方
に
は
県
、
市
町
か
ら
補
助
が
あ
り
ま
す

青
色
申
告
実
績
１
年
分

で
の
加
入
が
で
き
ま
す

　
令
和
６
年
に
新
規
加
入
す
る
場

合
、
加
入
申
請
年
の
１
年
分
（
令

和
５
年
分
）
の
青
色
申
告
実
績
が

あ
れ
ば
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

気
象
災
害
特
例
が
追
加

　
甚
大
な
気
象
災
害
（
地
震
及
び

噴
火
を
含
む
）
を
受
け
、
農
業
収

入
が
大
き
く
減
少
し
た
場
合
に
被

害
年
の
収
入
金
額
を
基
準
収
入
金

額
の
８
割
ま
で
補
正
し
ま
す
。

※
特
例
適
用
に
は
、
市
町
が
交
付
す
る

被
災
証
明
及
び
被
害
状
況
が
確
認
で
き

る
写
真
な
ど
が
必
要
で
す
。

積
立
金
の
負
担
軽
減
タ
イ
プ
が
新
登
場

　
積
立
金
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
声
に
応
じ
て
、
保
険
方
式
に
よ
る
補
償
を

充
実
す
る
タ
イ
プ
が
追
加
と
な
り
ま
す
。
保
険
方
式
の
補
償
限
度
が
、
上
限

80
％
か
ら
90
％
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
か
ら

支
払
率
９
割
を
上
限
と
し
て
選
択

〈
補
償
限
度
額
90
％
で
の
組
み
合
わ
せ
〉　
青
色
申
告
実
績
５
年
の
場
合

従
来
の
組
み
合
わ
せ
に
加
え
て
①
・
②
が
選
択
可
能

令和５年
加入申請期間

～12月

令和６年
保険期間

１月 � ～12月

従来

見直し後

令和４年分の青色申告決算書を提出

加入申し込み時に令和４年分の決算書が
なくても加入ができます
★代わりに青色申告承認申請書を提出★

令和５年分の
青色申告決算書

を提出

令和５年３月15日までに
税務署で承認を受けたもの

収入
保険加入要件

緩　和

収入の
上方修正

朗　報

個人の場合

p
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
r

保
険
料
額
８
．５
万
円
の
う
ち

１
／
３
の
２
．８
万
円
を
補
助

２
．８
万
円

８
．５
万
円

4/15まで

加入申請は
インターネットで

　農水省の共通申請サービ
スを利用して、インターネッ
トで加入申請ができます。

いつでも  
ご自宅から好きなタイミン
グでお手続き
早　い
つなぎ資金の申請や保険金
等の請求が迅速にできます

割　引
付加保険料に割引あり

新規：４，５００円
継続：２，２００円

ご利用の際は
ＮＯＳＡＩ職員が
サポートします

支払率

自己責任部分 100%
積立方式で補てん 90%

85%
保険方式で

補補てん
償
限
度保険期間の

収入金額

基
準
収
入

収
入
減
少

支払率

自己責任部分 100%
  90%

保険方式で
補てん 補

償
限
度保険期間の

収入金額

基
準
収
入

収
入
減
少

①保険方式85％＋積立方式５％

②保険方式90％

特集　収入保険
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金
沢
市

個
人
・
・
上
限
６
万
円

法
人
・
・
上
限
10
万
円

＊
年
度
内
に
納
入
し
た
保
険
料
の

半
額
を
限
度
と
し
、
右
記
の
金

額
以
内
を
助
成

　
石
川
県

〈
対
象
と
な
る
方
〉

　
令
和
５
年
４
月
３
日
か
ら
令
和

６
年
１
月
31
日
に
新
規
加
入
の
申

し
込
み
を
さ
れ
た
方

　〈
補
助
額
〉

　
保
険
料
（
事
務
費
を
除
く
）
の

３
分
の
１

　

小
松
市

認
定
農
業
者
・
・
上
限
４
万
円

非
認
定
農
業
者
・
・
上
限
２
万
円

＊
保
険
料
の
１
／
３
、
事
務
費
の

１
／
２
の
合
計
を
補
助

　

能
美
市

年
度
内
に
納
入
し
た
保
険
料
の

１
／
３
を
補
助

　

か
ほ
く
市

認
定
農
業
者
・
・
上
限
５
万
円

非
認
定
農
業
者
・
・
上
限
３
万
円

＊
事
務
費
と
合
わ
せ
て
１
／
２
を

補
助

　
羽
咋
市

認
定
農
業
者
・
・
上
限
４
万
円

非
認
定
農
業
者
・
・
上
限
２
万
円

＊
事
務
費
と
合
わ
せ
て
右
記
の
金

額
以
内
を
助
成
（
加
入
初
年
か

ら
３
年
間
）

　
輪
島
市

認
定
農
業
者
及
び
法
人

・
・
上
限
10
万
円

非
認
定
農
業
者
・
・
上
限
６
万
円

＊
事
務
費
と
合
わ
せ
て
１
／
２
を

補
助

　
津
幡
町

水
稲
農
家（
５
㌶
以
上
の
耕
作
者
）

認
定
農
業
者
・
・
上
限
５
万
円

非
認
定
農
業
者
・
・
上
限
３
万
円

＊
年
度
内
に
納
入
し
た
事
務
費
と

合
わ
せ
て
右
記
金
額
を
限
度
と

し
て
１
／
２
以
内
を
助
成

　
宝
達
志
水
町

認
定
農
業
者
・
・
上
限
４
万
円

非
認
定
農
業
者
・
・
上
限
２
万
円

＊
事
務
費
と
合
わ
せ
て
右
記
の
金

額
以
内
を
助
成
（
加
入
初
年
か

ら
３
年
間
）

　
穴
水
町

農
業
者
負
担
の
３
／
10
以
内

（
１
回
目
の
補
助
額
）

農
業
者
負
担
の
２
／
10
以
内

（
２
回
目
の
補
助
額
）

農
業
者
負
担
の
１
／
10
以
内

（
３
回
目
の
補
助
額
）

＊
事
務
費
と
合
わ
せ
て　
万
円
を

限
度
と
し
て
助
成

10

　
石
川
県
と
６
市
３
町
に
お
い
て
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
に

収
入
保
険
へ
新
規
・
継
続
加
入
さ
れ
た
農
業
者
の
方
に
、
保
険
料
等
の
一
部

が
補
助
（
助
成
）
さ
れ
ま
す
。
加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

過去５年間の収入金額
当年の

基準収入金額

補正後
960万円

基
準
収
入
の
８
割
ま
で
補
正

補正後

収　入
1000万円

収　入
1000万円

収　入
1000万円

収　入
1000万円

補正前
850万円

収　入
250万円

元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

災害

加入手続きはNOSAI で

〈
補
助
額
の
目
安
〉

　
基
準
収
入　
１
，０
０
０
万
円

（
保
険
方
式
８
割
加
入
）

※
一
部
の
市
町
の
補
助
に
つ
い
て
、
県
の
補
助
と
差
引
を
し
た
額
で
補
助
を
行
い
ま
す
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建物共済建物共済

確認して安心　今からできる災害への備え 自然災害にはオールリスク対応型の

　総合共済をおすすめします　地震や風水害などの災害時に身を守るためには、最新の情報に基づいて行動す
ることが重要です。また、入手した情報が①いつの情報か　②誰からの情報か　
③公式な情報か　を確認しましょう。 　近年、能登地方のみならず、国内各地で地震が頻発しています。

また、本格的な冬を迎えるにあたり、暴風雨やドカ雪型の積雪など
を引き起こす爆弾低気圧の襲来が予想されます。大切な財産を守る
ため、安心の補償を住まいるで見直しませんか？

◆総合共済の加入限度額は１棟当たり４，０００万円
　火災共済（加入限度額は１棟当たり６，０００万円）と合計で１億円
までご加入いただけます。
　※ただし、物件の共済価額（再取得価額）を超えるご加入はできません。

一般木造住宅の場合
１，０００万円当たりの共済掛金（年額）＝２４，４００円

◆特約付加でさらなる安心を
　①小損害実損填補特約	 　②臨時費用担保特約
　　30万円までの損害共済金を補償	　　損害共済金に上乗せして支払い

　③自動継続特約	 　④新価特約
　　更新手続き不要で安心	 　　再取得・再建築に必要な額を支払い

情報収集は適切に
１．テレビ・ラジオを使う
□テレビやラジオで最新の気象状況や避難情報を確認しましょう

・テレビのリモコンの「ｄボタン」を押すと情報が見られます。
・外出時にはラジオの活用をおすすめします。

２．携帯・スマートフォンを使う
□事前登録して、情報が届くようにしておきましょう

・yahoo！防災アプリや市町の防災アプリなどが役立ちます。
・事前に登録しておくと、画面に表示されるプッシュ通知で最新
　情報を確認できます。

□石川県防災ポータルを活用しましょう
・県内の地域を指定して、避難情報や避難場所、
　気象情報などをチェックできます。

持出品や備蓄品の保管 身を守るために
　定期的に点検し、必要なときは入れ替えましょ
う。保管場所は家族内で共有しましょう。

揺れを感じたら
①しゃがむ・・・転倒防止
②隠 れ る・・・机の下などで頭や首を守る
③じっとする・・揺れが収まるまで動かない

水害の危険があるとき
①避難のタイミングを逃さない・・・

最新情報をチェックしましょう　
②ハザードマップを確認・・・

危険な場所を事前に確認しておきましょ
う

③高い場所へ避難する・・・
あらかじめ避難場所を決めておくこと
が大切です

◆非常用として備えておくもの
持出品 備蓄品

□飲料水 □飲料水　　1 人
３日分
程度□携帯ラジオ □食料品

□衣類・履物 □ライト・ローソク
□食料品 □簡易ガスコンロ
□ライター・ライト 　
□現金
□救急セット
□雨具（防寒）
□その他必要なもの

67
8

詳しくは消防庁の
チェックシートへ

石川県防災ポータル
はこちら

総合共済で支払対象となる事故
火災共済の支払対象事故

＋＋
プラス

風水害

⃝火災

⃝落雷

⃝破裂・爆発

⃝外部からの　　　　　
　物体の落下・衝突　

⃝給排水設備の　　　　
　事故による水濡れ

⃝盗難によるき損・汚損

⃝騒乱に伴う破壊

雪害

土砂崩れ 地震・噴火・津波

詳しくはパンフレットへ

▲地震により破損した屋根

7 6

お住まいの市町の
防災アプリをチェック！

試算をご希望の場合は
NOSAI にご相談ください

自
然
災
害



共
済
加
入
が
再
建
を
サ
ポ
ー
ト

昨
年
12
月
は
、
爆
弾
低
気
圧
の
通

過
に
よ
り
発
生
し
た
、
竜
巻
級
の
突

風
で
７
棟
が
全
損
被
害
と
な
り
ま
し

た
。
台
風
と
違
っ
て
進
路
と
時
期
が

予
測
で
き
ず
、
威
力
が
大
き
い
の
で

対
策
し
て
い
て
も
防
ぎ
き
れ
な
い
の

が
怖
い
で
す
。

５
棟
を
再
建
す
る
に
あ
た
っ
て
、

昨
今
の
資
材
高
騰
を
受
け
、
１
棟
当

た
り
に
か
か
る
建
設
費
用
は
以
前
の

２
倍
近
く
で
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら

支
払
わ
れ
る
共
済
金
が
助
け
と
な

り
、
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い

て
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

加入者インタビュー

風
雪
害
に
強
い
ハ
ウ
ス
を
追
求

風
対
策
と
し
て
本
体
に
は
太
い
パ

イ
プ
を
使
用
し
、
横
に
単
管
を
入

れ
、
Ｔ
字
や
ア
ー
チ
型
の
補
強
を
施

し
て
い
ま
す
。
積
雪
が
50
㌢
に
な
る

と
ハ
ウ
ス
間
に
は
１
８
０
㌢
積
も
り

ま
す
。
落
ち
た
雪
で
本
体
の
側
面
が

圧
迫
さ
れ
な
い
よ
う
、
１
棟
ご
と
の

間
隔
を
広
く
し
て
い
ま
す
。

作
物
ご
と
に
ハ
ウ
ス
の
仕
様
が
異

な
る
た
め
、
地
域
の
各
部
会
で
前
年

の
反
省
を
話
し
合
い
、
翌
年
に
生
か

す
こ
と
で
風
雪
に
強
い
ハ
ウ
ス
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
経
営
内
容

ス
イ
カ
、
太
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
10
品
目

▽
ハ
ウ
ス
40
棟

◆
積
雪
量
は
平
年
値
よ
り
も
増
加
傾
向
に

　
左
の
図
は
加
賀
地
方
（
金
沢
地
方
気
象
台
）
と
能
登
地
方
（
輪

島
特
別
地
域
気
象
観
測
所
）
に
お
け
る
直
近
の
最
深
積
雪
量
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
近
年
、
降
雪
量
は
平
年
値
に
比
べ
て
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
最
新
の
天
気
予
報
や
、
警
報
・
注
意
報
を
確
認

し
て
早
め
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。
本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
前
に
園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

詳しくは管轄のグループへお問い合わせください
■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-22519 8

　全相殺方式は、乾燥調製施設の計量結果などの客観的な資料で減収量を確認し、農家単位
で補償する引受方式です。

　　　①引受けの基準単収は農家の過去の出荷実績の平均
　
ポ
イ
ン
ト　　　②損害評価は農家の当年の出荷資料等で減収の有無で判断

・・・基準単収は農家ごとの過去５カ年の出荷実績から算出します

　下の表は補償割合９割で加入する方の過去５カ年の 10a 当たりの収量（単収）です。１番高い年
と低い年を除いた３カ年の平均が基準単収となります。

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

10a 当たりの収穫量
（㎏／ 10a）

300 520 600 500 480

　　基準単収＝（５２０㎏＋５００㎏＋４８０㎏）÷３＝５００㎏／１０ａ

Ａ（10a）
500㎏

Ｂ（10a）
500㎏

Ｃ（10a）
500㎏

・・・損害評価は出荷資料等より算出します

　共済事故確認調査を行い、減収の判断は出荷資料等を基に把握します。
イノシシ被害で減収 ＋ 50㎏

Ａ（10a） Ｂ（10a） Ｃ（10a）

－ 400㎏ 500㎏ 500㎏
Ａ（10a）

100㎏

＜出荷資料＞
乾燥調製施設の計量結果

当年の収穫量 １，１５０㎏

　
１，３ ５ ０ ㎏

（補償する収穫量） ― 
１，１５０㎏

（当年の収穫量）  ＝ 
２ ０ ０ ㎏

（補償対象分） 

　
２ ０ ０ ㎏

（補償対象分） 　×  
２ ０ ４ 円

（補償単価※）   ＝ 
４ ０，８００円
（支払共済金）　

によりどなたでも加入できるようになりました！

　　 ①ＪＡなどの第三者へ
　乾燥調製を委託している方

　または　 ②税務申告書類により
　収穫量が把握できる方

• ①・②の方はどなたでも全相殺方式に加入できます。
• ②の方は、出荷資料や収穫量を記帳した帳簿を基に収穫量等を把握するので、記録や帳簿の保管

が必要です。

金沢市打
う つ

木
ぎ

町
ま ち

　太
た い ら

平　幸
ゆ き

久
ひ さ

さん（66歳）

冬になる前にココをチェック

□ 被覆材に破れや穴はありませんか？

□ 被覆材にたるみはありませんか？

□ 被覆期間が短期の場合、被覆材を片
付けていますか？

□ 本体にゆがみなどの損害はありませ
んか？

□ 単管や支柱などによる本体の補強は
していますか？

□ 除雪する際の処分場所は確認しまし
たか？

□ 融雪装置がある場合、正常に作動し
ますか？

能登地方（輪島特別地域気象観測所）
年 最深積雪量 平年値

令和３年 65cm ４cm

令和４年 25cm ７cm

令和５年 31cm ８cm

16.3 倍

3.6 倍

3.9 倍

加賀地方（金沢地方気象台）	
年 最深積雪量 平年値

令和３年 65cm ５cm

令和４年 37cm ４cm

令和５年 29cm ８cm

13 倍

9.3 倍

3.6 倍

水 施芸園稲 設共 共済 済全相殺方式をおすすめします 予測できない自然災害に備える

引

損

税

受

害

務

け

評

申

価

告 書 類

左図のように作付面積30aの場合

補償する
収穫量 ＝１，５００㎏×　０

（補償割合）
．９　＝１，３５０㎏f 　　　　　　　　　　　p

※令和５年産実績値。
補償単価は、毎年農林水産
省より公表されます。

8

平年値＝連続する 30 年間の観測値から
算出した平均値

最深積雪量と平年値の比較
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農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します
農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します

　
ハ
ー
ブ
農
園
ペ
ザ
ン
（
運
営
＝

株
式
会
社
ポ
タ
ジ
ェ　
代
表
取
締

役
社
長　
澤
邉
友
彦
さ
ん
）
は
河

北
潟
干
拓
地
で
、
農
薬
・
化
学
肥

料
・
堆
肥
を
使
わ
ず
に
カ
モ
ミ
ー

ル
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
約
25
種
類

の
ハ
ー
ブ
を
２・１
㌶
栽
培
す
る
。

自
社
産
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
販
売
や

摘
み
取
り
体
験
な
ど
の
実
施
を
通

し
て
、
ハ
ー
ブ
の
魅
力
を
発
信
し

好
評
を
得
て
い
る
。

　
「
お
い
し
く
て
体
に
も
良
い
の

が
一
番
」
と
話
す
九
里
さ
ん
。
同

園
で
は
、
午
前
中
に
収
穫
し
た

ハ
ー
ブ
を
そ
の
日
の
う
ち
に
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
加
工
す
る
。
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
ハ
ー
ブ
は
、
採
れ

た
て
の
「
香
り
」
と
「
咲
い
て
い

「
試
行
錯
誤
し
て
い
い
も
の
が

作
れ
た
時
が
農
業
の
一
番
楽
し
い

時
で
す
」
と
話
す
北
さ
ん
。
両
親

と
共
に
ハ
ウ
ス
で
大
玉
ト
マ
ト
の

栽
培
を
中
心
に
営
農
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
小
松
市
夏
秋
ト
マ
ト
部
会
長

を
務
め
、
北
陸
最
大
の
生
産
量
を

誇
る
ト
マ
ト
産
地
の
発
展
に
尽
力

す
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
Ｄ
Ｊ

活
動
を
10
年
以
上
続
け
て
お
り
、

趣
味
が
仕
事
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を

与
え
て
い
る
と
い
う
。

大
学
卒
業
後
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

を
経
て
、
平
成
24
年
に
専
業
農
家

の
父
の
ケ
ガ
を
き
っ
か
け
に
就
農

し
た
。
小
松
市
で
最
初
に
も
み
殻

水
耕
栽
培
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

施
設
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
産
地

おいしく、体に良いものを
ハーブの魅力広めたい

トマト産地をけん引
趣味のＤＪ活動が活力に

津幡町湖
こ

東
と う

ハーブ農園ペザン

取締役　九
くの

里
り

　愛
あい

さん（36歳）

小松市今
い ま

江
え

町
ま ち

北
きた

　大
だい

輔
すけ

さん（38歳）

今季のトマトは上々の出来です

る
ま
ま
の
美
し
さ
」
が
し
っ
か
り

と
残
さ
れ
る
。
熱
風
乾
燥
過
程
で

出
る
苦
み
や
渋
さ
が
な
く
、
さ
わ

や
か
な
口
当
た
り
で
子
供
も
お
い

し
く
飲
め
る
と
評
判
だ
。

　
河
北
潟
の
土
は
粘
土
質
で
保
水

性
が
高
い
。
多
年
草
で
も
、
同
じ

場
所
に
植
え
た
ま
ま
で
は
土
が
固

く
な
り
根
を
張
れ
な
く
な
る
た
め
、

２
～
３
年
に
一
度
は
抜
い
て
土
を

起
こ
し
別
の
場
所
に
植
え
替
え
る
。

一
年
草
は
毎
年
異
な
る
場
所
に
植

え
る
と
い
う
。
ま
た
、
マ
メ
科
の

ハ
ー
ブ
な
ど
を
植
え
る
こ
と
で
地

力
増
進
を
図
っ
て
い
る
。

農
福
連
携
に
も
注
力

　
平
成
27
年
か
ら
農
福
連
携
を
実

践
し
障
害
者
施
設
の
利
用
者
20
名

ほ
ど
と
と
も
に
ハ
ー
ブ
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
農
福
連
携
技
術

支
援
者
（
農
林
水
産
省
認
定
）
と

な
り
、
障
害
特
性
や
性
格
と
の
親

和
性
を
見
極
め
農
作
業
の
指
導
を

行
い
、
将
来
的
に
は
担
い
手
と
な

れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

の
礎
を
築
い
て
き
た
父
の
成
果
を

無
駄
に
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い

で
の
決
断
だ
っ
た
。

音
楽
を
聴
く
こ
と
が
好
き
で
聴

き
た
い
曲
の
レ
コ
ー
ド
を
収
集
し

て
い
る
う
ち
、
人
に
も
聴
か
せ
る

よ
う
に
な
り
Ｄ
Ｊ
活
動
を
始
め
た
。

最
近
で
は
、
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
曲
を
か
け
な
が
ら
野
菜

を
販
売
す
る
こ
と
も
あ
る
。「
曲

を
か
け
る
時
は
客
層
や
年
代
を
考

え
て
選
曲
し
ま
す
」
と
話
す
北
さ

ん
。
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
は
古
い

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

だ
が
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
取
り
入

れ
「
独
り
よ
が
り
に
な
ら
な
い
Ｄ

Ｊ
」
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

変
化
を
掴
み
、
産
地
を
発
展

お
客
に
寄
り
添
い
、
常
に
ニ
ー

ズ
を
掴
も
う
と
い
う
姿
勢
は
営
農

活
動
に
も
表
れ
る
。
夏
秋
ト
マ
ト

部
会
長
と
し
て
県
外
の
市
場
の
視

察
等
を
行
い
、
現
在
の
売
れ
筋
な

ど
を
調
査
。
産
地
と
し
て
市
場
に

安
定
し
た
も
の
を
供
給
す
る
た
め

部
会
で
の
ル
ー
ル
作
り
や
意
識
の

統
一
を
図
っ
て
い
る
。
北
さ
ん
は

「
流
行
、
需
要
が
変
化
す
る
中
で
、

今
後
自
分
が
進
む
方
向
を
模
索
中

で
す
」
と
話
す
。

　
九
里
さ
ん
は
「
利
用
者
さ
ん
が

ペ
ザ
ン
の
仕
事
に
誇
り
を
持
て
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

食
や
体
調
改
善
な
ど
多
様
に
あ
る

ハ
ー
ブ
の
魅
力
を
広
め
て
い
け
た

ら
」
と
笑
顔
を
み
せ
る
。

ハ
ー
ブ
農
園
「
ペ
ザ
ン
」

津
幡
町
湖
東
１
９
７

営
業
日
：
土
日
祝
日　
10
時
～
17
時

店
舗
情
報

カモミール畑で九里さん

3 包入りのティーバッグ
で少しずつ試せる

Instagram

ホームページ

受
け
継
が
れ
て
き
た
大
玉
ト
マ

ト
栽
培
の
技
法
を
軸
に
し
な
が
ら
、

近
年
は
微
生
物
を
利
用
し
た
土
づ

く
り
や
化
学
肥
料
・
農
薬
を
減
ら

す
栽
培
方
法
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

出
荷
は
共
同
選
果
場
の
ほ
か
、
農

業
青
年
グ
ル
ー
プ
で
知
り
合
っ
た

レ
ス
ト
ラ
ン
に
直
売
し
販
路
も
拡

大
し
て
い
る
。

北
さ
ん
は
「
一
つ
大
好
き
な
趣

味
が
あ
る
事
で
仕
事
が
頑
張
れ
る
。

今
後
も
趣
味
を
糧
に
良
い
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
」
と
楽
し
げ
に
話

す
。

集
め
た
レ
コ
ー
ド
は

４
０
０
０
枚
を
越
え
ま
し
た

ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
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（農）
井
口
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
（
水
稲
、
大
豆
な
ど
計
35

㌶
）
で
は
、
自
社
生
産
の
特
別
栽
培
大
豆
「
い
の
く
ち
大

豆
」（
化
学
肥
料・農
薬
を
半
減
）を
原
料
に
し
た
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
風
の
調
味
料
「
白
山
ふ
わ
と
ろ
大
豆
マ
ヨ
」
や
、
大
豆

と
玄
米
粉
の
焼
菓
子
「
ソ
イ
ー
ジ
ー
」（
２
種
）
な
ど
を

製
造
・
販
売
し
て
い
る
。

大
豆
マ
ヨ
は
大
豆
、
米
油
、
県
内
産
の
塩
を
使
用
し
、

卵
や
添
加
物
不
使
用
。
口
当
た
り
が
軽
く
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

よ
り
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
わ
い
な
が
ら
、
自
社
生
産
の
み

そ
が
隠
し
味
と
な
り
、
コ
ク
が
あ
る
。
商
品
の
企
画
・
製

造
は
北
村
亜
沙
美
さ
ん
（
41
）
が
主
に
担
当
し
、
な
め
ら

奥
谷
梨
生
産
組
合
で
は
、
温
湿
度
を
デ
ー
タ
化
す

る
ス
マ
ー
ト
農
業
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
霜
対
策
な
ど

に
役
立
て
て
い
る
。

同
組
合
で
は
農
家
27
件
が
32
㌶
で
ナ
シ
栽
培
に
取

り
組
む
。
以
前
は
農
家
が
個
々
に
計
測
し
て
い
た
が
、

梨
団
地
全
体
で
７
カ
所
に
観
測
地
点
を
設
け
た
。
奥

谷
地
区
の
園
地
に
は
高
低
差
が
あ
り
、
上
部
と
下
部

の
気
温
は
１
℃
以
上
異
な
る
。
観
測
を
統
一
し
た
こ

と
で
、
霜
が
降
り
や
す
い
園
地
と
降
り
に
く
い
園
地

を
明
確
化
で
き
た
と
い
う
。

現
在
、
同
組
合
で
は
新
規
就
農
者
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
灰
谷
組
合
長
は
「
温
湿
度
の
『
見
え
る
化
』

に
よ
り
、
経
験
差
が
あ
っ
て
も
被
害
の
傾
向
と
対
策

が
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
熟
練
の
農
家
に
と
っ
て
も

防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
わ
か
り
や
す
い
」
と
導
入
の

か
な
食
感
に
な
る
ま
で
約

半
年
間
試
行
錯
誤
し
た
。

昨
秋
に
商
品
化
し
評
判
は

上
々
だ
と
い
う
。
亜
沙
美

さ
ん
は
「
手
作
り
の
た
め

大
量
生
産
で
き
な
い
こ
と

が
課
題
だ
が
、
広
く
多
く

の
人
に
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

メ
リ
ッ
ト
を
話
す
。

組
合
員
の
奥お
く
村む
ら
嘉よ
し
康や
す
さ
ん（
62
）

は
「
温
湿
度
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

分
か
る
た
め
、
防
霜
フ
ァ
ン
を
動

か
す
目
安
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

放
射
冷
却
が
あ
る
の
で
完
璧
と
は

言
え
な
い
が
、
早
め
に
対
策
で
き

る
の
で
以
前
よ
り
楽
に
な
っ
た
」

と
笑
顔
だ
。

自
然
災
害
に
負
け
な
い
栽
培
ノ

ウ
ハ
ウ
の
共
有
と
農
業
保
険
へ
の

加
入
に
よ
る
、
万
全
の
態
勢
で
高

品
質
の
加
賀
梨
生
産
に
取
り
組
む
。
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農業にまっすぐ取り組む人々や
たのもしい担い手たちを紹介します

「
美
し
い
景
観
の
棚
田
を
持
つ

神
子
原
地
区
の
農
地
を
守
り
、
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

話
す
武
藤
さ
ん
。
同
市
菅
池
町

の
古
民
家
で
自
家
焙
煎
珈
琲
店

「
神か
の
ん音
カ
フ
ェ
」
の
経
営
も
し
て

お
り
、
地
域
農
業
の
維
持
と
に
ぎ

わ
い
創
出
に
尽
力
し
て
い
る
。

「
株
式
会
社　

神
子
の
里
」
は

平
成
19
年
に
地
元
出
資
１
０
０
％

で
設
立
さ
れ
た
。
農
産
物
直
売
所

で
は
、
地
域
住
民
が
栽
培
し
た
野

菜
な
ど
の
ほ
か
、
自
社
製
造
の
商

品
を
販
売
。
特
産
品
に
付
加
価
値

を
付
け
た
味
噌
や
酒
な
ど
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
加
工
品
開
発
も
し
て
お
り

オ
ー
プ
ン
以
来
、
売
上
は
黒
字
を

保
っ
て
い
る
と
い
う
。

地域農業維持へ
多角的な取り組みを
羽咋市神

み

子
こ

原
は ら

町
ま ち

株式会社　神
み

子
こ

の里

代表取締役　武
む

藤
とう

　一
いち

樹
じゅ

さん（47歳）

詳
し
く
は
こ
ち
ら

離
農
が
進
む
神
子
原
地
区
で
棚

田
を
守
る
た
め
、ブ
ラ
ン
ド
米「
神

子
原
米
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

力
を
入
れ
て
き
た
。
神
子
原
米
は

中
山
間
部
に
位
置
す
る
同
地
域
の

棚
田
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
伏
流

水
と
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
農
法

で
栽
培
さ
れ
る
。
現
在
は
11
件
の

農
家
が
年
間
35
㌧
ほ
ど
を
生
産
し

て
い
る
。

担
い
手
不
足
解
決
に
向
け
て

「
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足

が
大
き
な
課
題
。
若
手
の
育
成
が

急
務
」
と
話
す
武
藤
さ
ん
。
主
力

生
産
者
の
平
均
年
齢
は
70
代
。
離

農
者
の
増
加
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

も
存
在
す
る
。
改
善
に
向
け
今
年

か
ら
、
県
内
で
農
業
研
修
を
経
た

若
手
を
、
農
業
部
門
専
任
で
正
社

員
雇
用
し
、
農
地
保
全
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
羽
咋
市
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
１
名
受
け
入
れ
、
市

内
の
酒
造
会
社
と
連
携
し
「
半
農

半
酒
」
に
よ
る
通
年
雇
用
を
実
践

す
る
。

武
藤
さ
ん
が
経
営
す
る
神
音
カ

フ
ェ
で
は
、
地
元
の
野
菜
を
使
用

し
た
カ
レ
ー
や
ス
イ
ー
ツ
、
自
家

焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。

そ
の
評
判
は
口
コ
ミ
で
広
が
り
、

地
元
客
は
も
ち
ろ
ん
遠
方
か
ら
の

お
客
も
多
い
と
い
う
。

今
夏
に
は
カ
フ
ェ
敷
地
内
の
蔵

な
ど
を
改
装
し
、
サ
ウ
ナ
を
中
心

と
し
た
里
山
ス
テ
イ
を
体
験
で
き

る
宿
泊
施
設
を
開
業
し
た
。
武
藤

さ
ん
は
「
古
民
家
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
地
域
が
抱
え
る
空
き
家
問

題
を
解
決
す
る
一
手
と
な
れ
ば
」

と
意
気
込
む
。

　神
子
原
農
産
物
等
直
売
所　
「
神
子
の
里
」

羽
咋
市
神
子
原
町
は
１
９
０

営
業
日
：
３
月
～
11
月　
９
時
～
18
時

　
　
　
　
12
月
～
２
月　
９
時
～
17
時

神子原米を使った味噌などを手に武藤さん大豆マヨを手に亜沙美さん（左）と北村
代表理事

Instagram

ホームページ

店
舗
情
報

人気 No. １
の神子原米

今年発売の
神子味噌

自社産大豆活用　加工品で魅力アップ

ナシ栽培　
霜害対策にスマート農業

白山市井
い の

口
く ち

町
ま ち

（農）井口グリーンワークス

加賀市奥
お く の や ま ち

谷町
奥谷梨生産組合

代表理事

北
きた

村
むら

　真
しん

一
いち

さん（74歳）

組合長

灰
はい

谷
や

　信
しん

剛
ご

さん（43歳）

大豆焼菓子「ソイージー」
グルテンフリーで健康志
向の方にもおすすめ

「ＮＯＳＡＩの病虫害調査も栽培に役立っている。今後
も続けてほしい」と話す灰谷組合長（左）と奥村さん

大豆マヨは魚や肉と相性抜群

Instagram



15 14
詳しくは管轄のグループへお問い合わせください
■加賀・能美グループ　076-239-2355　■小松グループ　076-239-2355　■白山・野々市グループ　076-239-2555　■金沢・河北グ　　ループ　076-239-2555　■羽咋グループ　076-239-2455　■七尾・鹿島グループ　076-239-2455　■奥能登グループ　0768-76-2251

９月～
果樹損害評価
（くり・かき）開始

９月１０日
麦共済令和６年産
申し込み開始

９月
余裕金運用管理委員会
理事会

１０月
大豆共済損害評価

１１月
監事会
中間監査

９
11

補
償
額

補
償
額

最
高
補
償
額

最
高
補
償
額

掛
金

掛
金

掛
金

掛
金

➡

家
畜
共
済
　
大
切
な
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ー
ズ
調
査
実
施
中
　

　
共
済
対
象
品
目
の
う
ち
、
現
在

石
川
県
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
品

目
に
つ
い
て
、
加
入
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
組
合
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

掛
金
納
入
は
口
座
振
替
で

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
沿
っ
た

対
策
及
び
組
合
員
の
利
便
性
向
上

を
図
る
観
点
か
ら
、
集
金
業
務
を

原
則
廃
止
し
ま
す
。
口
座
振
替
依

頼
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　わがまちこの人のページがよかった
です。会社員だった方が新規就農され
ていたり、若い方の活躍が楽しみです
ね。� （金沢市　 Ｔさん）

　「虹」夏号で全国表彰を受けた方が
知っている方だと自分も嬉しくなりま
す。� （かほく市　Ｈさん）

　「虹」は色々な農作物の栽培や生産
者の工夫・挑戦が写真付きで紹介され
ているので、同じ場所で見ている感覚
になります。� （志賀町　 Ｍさん）

　収入保険のことが理解できました。
加入について家族で考えてみます。

（かほく市　Ｋさん）

皆さんからの声募集します

　ＮＯＳＡＩや広報紙へのご意見、身
近な話題や農業について思うことなど
をお聞かせください。お寄せいただい
た声はお便りコーナーで紹介させてい
ただくことがあります。

ま
ず
組
合
ま
で
ご
連
絡
を

 

共
済
事
故
発
生
時
　
　
　
　

　
職
員
が
事
故
の
現
地
を
確
認
し

ま
す
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
事
故
の

原
因
が
特
定
で
き
な
く
な
り
、
共

済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

 

加
入
内
容
変
更
時
　
　
　
　

○
農
機
具
の
買
い
替
え

○
建
物
の
建
て
替
え

○
加
入
名
義
の
変
更

　
加
入
内
容
の
変
更
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
変
更
の
手
続
き
が
遅
れ

る
と
、
被
災
時
に
共
済
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◆
交
付
対
象
者

　
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
及
び
畑
作
物

共
済
加
入
者

　
な
お
、
農
業
共
済
資
格
団
体
に
お
い
て

は
、
当
該
団
体
の
構
成
員
（
団
体
名
簿
を

添
付
）
も
含
み
ま
す
。
た
だ
し
組
合
員
の

う
ち
法
人
に
お
い
て
は
、
当
該
法
人
代
表

者
の
み
と
し
ま
す
。
平
成
31
年
１
月
１
日

か
ら
令
和
５
年
12
月
31
日
ま
で
に
収
入
保

険
に
移
行
し
た
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済

及
び
畑
作
物
共
済
加
入
者
も
対
象
と
し
ま

　
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
及
び
畑
作
物
共
済
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
損
害
防
止
に
要
す
る
対
象
機
器
を
購
入
し
た
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
提
出
の
お
願
い

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
・
損
害
評
価
会

委
員
の
皆
さ
ん
へ

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
・
損
害
評
価

会
委
員
の
皆
さ
ん
へ
の
報
酬
等
支

払
い
に
か
か
る
書
類
作
成
の
際

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
書
留
郵

便
で
必
要
書
類
の
提
出
を
依
頼
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
組
合
か
ら
聞
き
取
り
の
電
話
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

交付対象機器 令和５年１月１日から同年１２月３１日までの間に購入した以下の機器

❷動力噴霧機（器）
　１台当たり購入額の１０分の１、または４万円の
いずれか少ない額を交付します。
　１台当たり購入額：２０万円以上に限る。

❹水田乗用管理機（ブームスプレーヤ）
　産業用無人ヘリコプター
　１台当たり購入額の１０分の１、または１０万円
のいずれか少ない額を交付します。
　１台当たり購入額：５０万円以上に限る。

※組合員のうち法人においては、当該法人名義
で購入した機器に限ります

❶背負式動力散布機・背負式動力噴霧機
　１台当たり購入額の１０分の１、または１万円の
いずれか少ない額を交付します。
　１台当たり購入額：４万円以上に限る。

❸農薬散布ドローン
　１台当たり購入額の１０分の１、または７万円の
いずれか少ない額を交付します。
　１台当たり購入額：４０万円以上に限る。

❺スピードスプレーヤ（ＳＳ）　　NEW
　１台当たり購入額の１０分の１、または１０万円の
いずれか少ない額を交付します。
　１台当たり購入額：５０万円以上に限る。

す
。
た
だ
し
、当
年
度
に
農
作
物
、果
樹
、

畑
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
方
に
限
り
ま

す
。

◆
交
付
申
請
を
す
る
と
き
は

　
１
台
ご
と
の
型
式
及
び
購
入
額
が
明
記

さ
れ
て
い
る
領
収
書
（
写
し
）
等
ま
た
は

購
入
を
証
明
で
き
る
も
の
を
添
付
し
、
管

轄
の
グ
ル
ー
プ
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上

「
交
付
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

損
害
防
止
事
業

機
器
購
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

令
和
５
年
３
月
加
入
ま
で
は
、

選
択
す
る
補
償
額
（
共
済
金
額
）

に
よ
り
掛
金
が
変
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
５
年
４
月
加
入
か
ら

は
補
償
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
過
去

の
共
済
金
の
受
取
実
績
（
病
傷
事

故
の
発
生
状
況
）
に
応
じ
た
掛
金

と
な
り
ま
す
。

　
一
定
の
選
択
割
合
以
上
は
補
償

額
を
上
げ
て
も
掛
金
は
増
え
ま
せ

ん
。

　
最
高
補
償
額
で
加
入
し
家
畜
の

病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

令和６年
１月20日
締切

 

口
座
振
替
依
頼
書
提
出
の
留
意
点  

・
掛
金
等
納
入
期
限
の
お
お
む
ね
２
カ

月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

・
届
出
印
、
口
座
名
義
フ
リ
ガ
ナ
の
間

違
い
は
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い

・
Ｊ
Ａ
口
座
と
そ
の
他
の
金
融
機
関

で
は
振
替
依
頼
書
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

※�

自
動
引
き
落
と
し
が
不
能
だ
っ
た
、
組
合

事
務
所
へ
掛
金
を
持
参
す
る
場
合
を
除
く

〈令和５年３月加入まで〉
最高補償額を選択すると

掛金も増加

〈令和５年４月加入から〉
最高補償額を選択しても

掛金変わらず

お便り
コーナー

※
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実
家
の
酪
農
に
携
わ
り
一
年
目
で
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
両
親
が
働
く
姿
を
見
て
育

ち
、
簡
単
な
手
伝
い
も
し
て
い
ま
し
た
。

子
牛
に
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
り
、
機
械
で

出
来
な
い
細
か
な
場
所
は
手
作
業
で
清
掃

を
し
た
り
す
る
な
ど
重
労
働
も
多
い
で
す

が
、
生
き
物
を
世
話
す
る
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
実
家
は
水
稲
農
家
で
す
が
、
普
段
は
溶

接
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
に
出

る
こ
と
や
農
作
業
が
好
き
で
、
田
植
機
や

コ
ン
バ
イ
ン
に
乗
り
、手
伝
っ
て
い
ま
す
。

農
業
の
魅
力
は
自
然
を
堪
能
で
き
る
こ
と

と
、
接
点
が
少
な
い
年
上
の
人
と
も
世
代

を
超
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

きらきらひかるきらきらひかる ̶えがお輝く石川の星̶

内灘町

澤
さわ

田
だ

　拓
たく

真
ま

さん（25歳）

加賀市

本
もと

山
やま

　舜
しゅん

介
すけ

さん（29歳）

・
ク
イ
ズ
の
答
え

・
郵
便
番
号
・
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
ご
意
見

・
広
報
紙
の
ご
感
想
な
ど

63
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
石
川

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
係 

行

金
沢
市
田
中
町

　
　
　
　
か
26
番
地
１

9 2 0 　0 0 0 7

う
ら

ク
イ
ズ
の
答
え
と
必
要
事
項
を
明
記
し
て
ハ
ガ
キ
・Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、５
名
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。当
選
者
は
氏
名
の
み
次
号
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
方
法

自
然
災
害
に
は
オ
ー
ル
リ
ス
ク
対
応
型
の
〇
〇
〇
〇
が

お
す
す
め
で
す
。

〇
に
入
る
４
文
字
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
　０
７
６-

２
３
９-

０
０
６
９

Ｅ
メ
ー
ル
　kouhou@

nosai-ishikaw
a.or.jp

お
も
て

34
号
ク
イ
ズ

当
選
者（
敬
称
略
）
野
竹
　
隆
昭
　
　
辻
　
　
祥
宏

森
山
　
　
保
　
　
森
元
　
芳
朗

松
谷
　
康
之

● 

締
め
切
り
／
11
月
６
日（
月
）必
着
●




